
令和７年度全国学力・学習状況調査【小学校・教科の調査から】
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言葉の特徴や使い方に関する事項【B】

情報の扱い方に関する事項【C】

我が国の言語文化に関する事項【B】
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国語
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数と計算【B】

図形【B】

測定【B】

変化と関係【B】

データの活用【B】

全体【B】

算数
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評価について【 】

A：全国平均＋３％以上

B：全国平均同等から

＋－３％まで

C：全国平均－３％以上

全体平均正答率は、全国平均を 0.８ポイント下回り、県平均を 1.0ポイント上回りました。

・「書くこと」のうち「目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫することができるかどうかをみる」がよくできていました。

・「読むこと」のうち「時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えることができるかど

うかをみる」「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるか

どうかをみる」がよくできていました。

・記述式の問題がすべて全国平均・県平均を上回りました。

全体平均正答率は、全国平均を 1.0ポイント下回り、県平均を 2.0ポイント上回りました。

・「データの活用」のうち、「簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選ぶことができるかどうかをみる」

がよくできていました。

・「数と計算」のうち、「示された資料から、必要な情報を選び、数量の関係を式に表し、計算することができ

るかどうかをみる」がよくできていました。

・「数と計算」のうち、「数直線上で、１つの目盛りに着目し、分数を単位分数の幾つ分として捉えることがで

きるかどうかをみる」についての正答率が、全国平均・県平均と比べて低い数値でした。
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「エネルギー」を柱とする領域【B】

「粒子」を柱とする領域【B】

「生命」を柱とする領域【A】

「地球」を柱とする領域【B】

全体【B】

理科
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全体平均正答率は、全国平均を 1.9ポイント、県平均を 3.0 ポイント上回りました。

・「地球を柱とする領域」のうち、「赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、実験方法の発

想・結果を基に結論を導いた理由の表現・他の条件の結果を予想し表現する」ことがすべてよくできていま

した。

・「生命を柱とする領域」のうち、「ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いているかどうかをみ

る」がよくできていました。


